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複合名詞に見る日本語アクセントの統語機能 

―東京語と厦門語の比較研究 

愛知学院大学外国人教師  朱新建  

 

要 旨 ：  一 般 认 为 ,日 语 的 音 调 1 ）和 汉 语 的 声 调 ,其 主 要 功 能 是 辨 义 功 能 ,而 对 日 语 音 调

和 汉 语 声 调 的 构 词 功 能 研 究 不 深 。 在 日 语 的 复 合 词 中 ,原 有 的 音 调 消 失 ,有 规 则 地 产 生 新

的 音 调 。 这 个 新 的 音 调 规 则 ,就 是 日 语 音 调 的 构 词 功 能 。 笔 者 认 为 ,日 语 音 调 的 构 词 功 能

高 于 辨 义 功 能 ,应 该 重 视 日 语 音 调 构 词 功 能 的 研 究 。加 之 复 合 词 以 及 新 的 复 合 词 往 往 辞 典

里 没 有 或 没 有 标 出 音 调 ,所 以 应 该 运 用 日 语 音 调 的 构 词 规 则 用 于 日 语 教 学 当 中 。  

另 外 ,汉 语 闽 南 方 言 厦 门 话 里 ,每 个 汉 字 均 有 2 个 声 调 ,一 个 是 本 调 ,一 个 是 变 调 。 这 个

变 调 只 在 复 合 名 词 中 倒 数 第 2 个 词 里 出 现 ,很 有 规 则 性 ,这 个 变 调 的 构 词 功 能 也 显 然 高 于

辨 义 功 能 了 。 这 一 点 同 日 语 复 合 词 音 调 的 构 词 功 能 非 常 相 近 。  

日 本 语 言 学 会 前 会 长 早 田 辉 洋 教 授 指 出 ,在 一 定 的 条 件 下 ,日 语 的 声 调 也 可 以 同 汉 语 的

声 调 进 行 比 较 研 究 ,为 跨 语 系 的 语 言 之 间 的 比 较 研 究 提 供 了 重 要 的 依 据 。  

キ ー ワ ー ド ：  ア ク セ ン ト 核  変 調  統 語 規 則  

 

1.は じ め に  

一 般 に 日 本 語 の ア ク セ ン ト や 中 国 語 の 声 調 は 意 味 を 弁 別 す る 機 能 、 即 ち 弁

語 機 能（ 朱 1994）が 重 要 視 さ れ て い る の に 対 し て 、そ の 統 語 機 能 に つ い て の

研 究 は ま だ 不 十 分 で あ る 。 日 本 語 の 東 京 語 ア ク セ ン ト は 、 特 に 複 合 語 の ア ク

セ ン ト に お い て は 、 弁 語 機 能 よ り も 、 統 語 機 能 が 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る

と 考 え る 。 一 方 、 中 国 語 で は 、 弁 語 機 能 に お い て は 日 本 語 の そ れ よ り は 重 要

で あ る が 、 中 国 語 厦 門 方 言 の 変 調 (Sandhi)の 場 合 、 弁 語 機 能 よ り も 統 語 機 能

が 働 く た め 、 厦 門 語 の 変 調 は 統 語 機 能 で あ る と 見 て も よ い と 考 え て い る 。 本

稿 で は 、 日 本 語 の ア ク セ ン ト と 中 国 語 の 変 調 に 見 ら れ る 統 語 機 能 に 焦 点 を あ

て て 、 複 合 語 の 中 の 複 合 名 詞 を 中 心 に 、 東 京 語 と 厦 門 語 を 比 較 対 照 し 、 ア ク

セ ン ト と 声 調 は 本 来 の 弁 語 機 能 よ り も 、 統 語 機 能 が よ り 重 要 な 働 き を 有 し て

い る こ と を 明 ら か に し た い 。な お 、本 稿 は 2006 年 5 月 に 清 華 大 学 に お い て 開

か れ た 「 2006’ 清 華 大 学 日 本 言 語 文 化 国 際 フ ォ ー ラ ム 」 で 口 頭 発 表 し た 原 稿

を 加 筆 し た も の で あ る 。  

2 .  東 京 語 ア ク セ ン ト の 弁 語 機 能 と 統 語 機 能  

こ こ で い う 東 京 語 と は 、 い わ ゆ る 日 本 語 共 通 語 の こ と で あ る が 、 東 京 方 言

を 扱 わ な い こ と に す る 。 な お 、 東 京 語 ア ク セ ン ト に つ い て は 秋 永 一 枝 ・ 金 田
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一 春 彦 『 新 明 解 日 本 語 ア ク セ ン ト 辞 典 』 2001 な ど に 詳 し い 。  

2 . 1．  東 京 語 ア ク セ ン ト の 機 能 転 換  

東 京 語 の ア ク セ ン ト は 弁 語 機 能 に お い て は 単 純 語 で は よ く 働 く が 、 複 合 語

に な っ て い く に つ れ て ア ク セ ン ト は 例 外 な く 変 調 す る 。ア ク セ ン ト の 機 能 は 、

弁 語 機 能 か ら 統 語 機 能 へ 機 能 転 換 し 、特 に ア ク セ ン ト 核 2）の あ る 語 の 機 能 転

換 は 一 目 瞭 然 で あ る 。 こ れ に つ い て 、 次 の 表 １ 、 表 ２ 、 表 ３ の よ う に 、 言 語

生 活 に お い て 使 用 頻 度 の 高 い ① 型 の 頭 高 型 語 3)の 「 愛
あい

」、「 赤
あか

」、「 雨
あめ

」 の ３ 語

を 取 り 上 げ て 、 そ れ ぞ れ 複 合 名 詞 に な っ て い く 場 合 、 い か に 弁 語 機 能 か ら 統

語 機 能 へ 機 能 転 換 す る か を 垣 間 見 た い と 思 う 。 な お 、 こ の ３ 語 の 出 典 は 金 田

一 京 助 他 『 新 明 解 国 語 辞 典 第 三 版 』 1981、 三 省 堂 に よ る 。  

表 １          愛
あい

＋ 名 詞  

語 例  ３ 拍 語  ４ 拍 語  ５ 拍 語  ６ 拍 以 上 の 語  

愛
あい

①  ① 型 の 語  

愛 機
あ い き

 愛 顧
あ い こ

 

愛 護
あ い ご

 愛 児
あ い じ

 

愛 書
あいしょ

 愛 馬
あ い ば

 

愛 撫
あ い ぶ

 愛 慕
あ い ぼ

 

⓪ 型 の 語  

愛 想
あ い そ

 

① 型 の 語  

愛 欲
あいよく

 

⓪ 型 の 語  

愛 育
あいいく

 愛 飲
あいいん

 愛 玩
あいがん

 

愛 敬
あいけい

 愛 犬
あいけん

 愛 好
あいこう

 

愛 嬌
あいきょう

 愛 郷
あいきょう

 愛 敬
あいきょう

 

愛 吟
あいぎん

 愛 校
あいこう

 愛 妻
あいさい

 

愛 車
あいしゃ

 愛 執
あいしゅう

 愛 称
あいしょう

 

愛 唱
あいしょう

 愛 妾
あいしょう

 愛 情
あいじょう

 

愛 嬢
あいじょう

 愛 人
あいじん

 愛 惜
あいせき

 

愛 息
あいそく

 愛 憎
あいぞう

 愛 蔵
あいぞう

 

愛 読
あいどく

 愛 着
あいちゃく

 愛 鳥
あいちょう

 

愛 用
あいよう

 

 

③ 型 の 語  

愛 国 者
あいこくしゃ

 

愛
あい

唱 歌
しょうか

 

愛
あい

読 者
どくしゃ

 

愛 読 書
あいどくしょ

 

⓪ 型 の 語  

愛 煙 家
あ い え ん か

 

 

③ 型 の 語  

愛 校
あいこう

心
しん

  

④ 型 の 語  

愛 国 心
あいこくしん

 愛 他
あ い た

主 義
し ゅ ぎ

 

愛 想
あ い そ

尽
づ

く し  

愛 想
あ い そ

笑
わら

い  

⑤ 型 の 語  

愛
あい

別 離
べ つ り

苦
く

 

愛 染
あいぜん

明 王
みょうおう

 

愛
あい

は 藍
あい

、 青
あお

の よ う に 、 母 音 が 続 く ２ 拍 の 語 で ① 型 の 頭 高 型 の 名 詞 で あ る 。

愛 は 連 母 音 で 、 開 口 度 の 最 も 大 き い 母 音 「 あ 」 の 後 に 、 開 口 度 の 最 も 小 さ い

母 音 「 い 」 が 続 い て お り 、 自 然 に ア ク セ ン ト の 核 が 広 母 音 の 「 あ 」 に 来 る 。

因 み に 、重 母 音 で あ る が 、中 国 語 北 京 語 の「 爱 ài」は 四 声 4)で「 à」が 高 く 、

「 i」 が 低 い 。 英 語 の 「 I」 も 、 完 全 母 音 の 「 a」 が 強 く 高 く 、 弱 母 音 の 「 i」

が 弱 く 低 い 。 そ れ ぞ れ の 聴 覚 印 象 は い ず れ も 非 常 に 似 て い る 発 音 で あ る 。 表

１ の 通 り 、 ３ 拍 語 で は ① 型 の 頭 高 型 語 が ほ と ん ど で あ る こ と は 、 こ の よ う な
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連 母 音 の 特 質 を 反 映 し て い る こ と が わ か る 。 ① 型 の 頭 高 型 の ア ク セ ン ト を 強

く 有 す る 名 詞 の 「 愛
あい

」 で も 、 ４ 拍 以 上 の 複 合 名 詞 に な っ て い く と 、 ほ と ん ど

の 語 が ① 型 の 頭 高 型 か ら ⓪ 型 の 平 板 型 や 中 高 型 に 変 調 し て い る こ と が わ か る 。

こ の 例 で も わ か る よ う に 、 東 京 語 の ア ク セ ン ト の 統 語 機 能 は 弁 語 機 能 よ り 強

く 働 く 性 質 を も っ て い る 。  

次 に 、 ① 型 語 の 赤
あか

は ② 型 語 の 垢
あか

と は ア ク セ ン ト で 意 味 の 区 別 を し て い る 名

詞 で あ る が 、表 ２ を 見 る と 、① 型 語 で は「 赤
あか

」の ほ か に 、「 赤
あか

ち ゃ ん 」、「 赤
あか

点
てん

」、

「 赤
あか

と ん ぼ 」 の ３ 語 で あ る 。  

表 2         赤
あか

＋ 名 詞  

語 例 ３  ３ 拍 語  ４ 拍 語  ５ 拍 語  ６ 拍 以 上 の 語  

赤
あか

①  ⓪ 型 の 語  

赤 木
あ か ぎ

 赤 毛
あ か げ

 

赤 子
あ か ご

 赤 字
あ か じ

 

赤 地
あ か じ

 赤 身
あ か み

 

赤 目
あ か め

 

① 型 の 語  

赤
あか

ち ゃ ん  赤 点
あかてん

 

② 型 の 語  

赤 鱏
あかえい

 赤 貝
あかがい

 赤
あか

樫
がし

 

赤 松
あかまつ

 

⓪ 型 の 語  

赤
あか

痣
あざ

 赤 鱏
あかえい

 赤
あか

金
がね

 

赤 紙
あかがみ

 赤 錆
あかさび

 赤 潮
あかしお

 

赤
あか

紫 蘇
じ そ

 赤
あか

だ し  

赤
あか

チ ン  赤 土
あかつち

 赤 恥
あかはじ

赤 旗
あかはた

 赤 肌
あかはだ

 赤 鼻
あかばな

 

赤
あか

腹
はら

 赤 房
あかぶさ

 赤 札
あかふだ

 

赤 帽
あかぼう

 赤 本
あかほん

 赤 松
あかまつ

 

赤
あか

味 噌
み そ

 赤 剝
あかむけ

 赤 門
あかもん

① 型 の 語  

赤
あか

蜻 蛉
と ん ぼ

 

③ 型 の 語  

赤
あか

鰯
いわし

 

赤
あか

蛙
がえる

 

赤
あか

砂 糖
ざ と う

 

赤
あか

電 車
でんしゃ

 

赤
あか

電 話
で ん わ

 

赤
あか

蜻 蛉
と ん ぼ

 

赤 間
あ か ま

石
いし

 

赤
あか

ら 顔
がお

 

赤 ん 坊
あ か ん ぼ う

 

③ 型 の 語  

赤
あか

行
こう

嚢
のう

 赤 信 号
あかしんごう

 

赤 新 聞
あかしんぶん

  

④ 型 の 語  

赤
あか

の 飯
まんま

 

赤
あか

葡 萄
ぶ ど う

酒
しゅ

 

赤 芽
あ か め

柏
がしわ

 

「 赤
あか

ち ゃ ん 」 は ① 型 の 頭 高 型 し か 耳 に し な い が 、「 赤 点
あかてん

」 は ネ ッ ト で 検 索

す る と 、辞 書 に は な い が 、「 赤 点 娘
あかてんむすめ

」、「 赤 点
あかてん

シ ス タ ー ズ 」、「 赤 点
あかてん

花
はな

丸
まる

二 重
にじゅう

丸
まる

」、

「 赤 点
あかてん

王 子
お う じ

」、「 赤 点
あかてん

小 僧
こ ぞ う

」、「 赤 点 先 生
あかてんせんせい

」、「 赤 点
あかてん

主 婦
し ゅ ふ

」、「 赤 点
あかてん

マ マ 」、「 赤 点
あかてん

マ

ニ ア 」、「 赤 点
あかてん

生 活
せいかつ

」、「 赤 点
あかてん

同 盟
どうめい

」、「 赤 点
あかてん

補 習
ほしゅう

塾
じゅく

」、「 赤 点
あかてん

ギ タ リ ス ト 」、「 赤 点
あかてん

ブ ロ グ 」、「 赤 点
あかてん

方 程 式
ほうていしき

」、「 赤 点
あかてん

克 服
こくふく

」、「 赤 点
あかてん

占 い
うらない

」、「 赤 点
あかてん

ク リ ア 作 戦
さくせん

」、「 赤 点
あかてん

回 避
か い ひ

」、「 赤 点
あかてん

評 価
ひょうか

」、「 赤 点
あかてん

発 進
はっしん

」、「 赤 点 商 材
あかてんしょうざい

」 な ど 、 実 に 数 多 く の 造 語 が あ

る こ と が わ か る 。 こ れ ら の 造 語 を ２ 人 の 女 性 の 方 に 発 音 を 協 力 し て い た だ い

た 。A さ ん は 作 曲 家 で ピ ア ニ ス ト 、B さ ん は 高 校 の 先 生 で 二 胡 演 奏 者 。そ の 回

答 に 、「 赤 ち ゃ ん 」 の よ う に ① 型 で 発 音 さ れ る 語 は 中 に い ず れ も な か っ た 。  
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「 赤
あか

と ん ぼ 」 と い う 語 の ア ク セ ン ト に つ い て は 、 1984 年 ～ 1985 年 第 4 期

当 時 北 京 語 言 学 院 に あ る 「 大 平 学 校 」 の 日 本 語 研 修 期 間 中 に 、 金 田 一 春 彦 先

生 は「 ア ク セ ン ト と 歌 」の 講 演 で 、「 赤 と ん ぼ 」は ① 型 の 頭 高 型 の 名 詞 な の で 、

そ の た め 昔 の 童 謡 の 「 あ か と ん ぼ 」 の メ ロ デ ィ ー も ア ク セ ン ト の 高 さ に 沿 っ

て 作 曲 さ れ 、「 あ か
ソ ド

と ん ぼ
ド レ ミ

」に な っ た と 、わ れ わ れ 中 国 人 日 本 語 教 師 に 歌 ま で

ご 披 露 さ れ 力 説 さ れ た こ と は 今 で も 鮮 明 に 記 憶 し て い る 。 し か し 、 そ の 後 の

1986 年 に 私 が 留 学 で 来 日 し そ の 後 20 年 間 も 日 本 に 滞 在 し て い る が 、「 あ 」を

強 く 高 く 発 音 さ れ る 「 あ か と ん ぼ 」 は 耳 に し た こ と が な か っ た 。 余 談 で は あ

る が 、 勉 学 研 究 の 合 間 に 「 ア ル バ イ ト 」 で 中 国 二 胡 を 教 え た り す る が 、 劉 長

福 編 曲 の「 红 蜻 蜓 (あ か と ん ぼ )」の 弾 き 方 を 説 明 す る と き に い つ も 、「 赤 と ん

ぼ 」は ① 型 の 頭 高 型 の 言 葉 で 、「 あ 」を 強 く 高 く 発 音 す る か ら メ ロ デ ィ ー も そ

う い う ふ う に 作 曲 さ れ た よ と 補 足 し て も 、 二 胡 ク ラ ス に は 12 才 か ら 80 才 の

二 胡 生 徒 が い る が 、 普 段 そ の よ う に 発 音 す る 日 本 の 方 は お ら ず 、 皆 例 外 な く

③ 型 の 中 高 型 で 「 あ か と ん ぼ 」 を 発 音 し て い た 。 日 本 の 若 者 の 平 板 語 調 の 流

行 で 、 あ と 何 年 か 立 っ て 、 さ ら に 少 子 化 も 進 み 、 中 村 八 大 作 曲 の あ の 有 名 な

「 こ ん に ち は 赤 ち ゃ ん 」と い う 歌 さ え 忘 れ た こ ろ に は 、「 赤
あか

ち ゃ ん 」の ① 型 頭

高 型 ア ク セ ン ト も「 変 調 」し て し ま う か も し れ な い と 入 ら ざ る 心 配 を す る が 、

こ れ も ア ク セ ン ト の 弁 語 機 能 の 機 能 転 換 だ と 考 え れ ば 納 得 す る か も し れ な い 。 

表 3          雨
あめ

＋ 名 詞  

語 例  ３ 拍 語  ４ 拍 語  ５ 拍 語  

雨
あめ

①   ① 型 の 語  雨 風
あめかぜ

 

② 型 の 語  

雨 足
あめあし

 雨
あめ

雪
ゆき

  

③ 型 の 語  

雨 上
あ め あ

が り  雨 男
あめおとこ

 

雨 模 様
あ め も よ う

 

雨
あま

 

( 「 あ

め 」 の

音 便 ）  

② 型 の 語  

雨 着
あ ま ぎ

 雨 具
あ ま ぐ

 

雨 戸
あ ま ど

  

③ 型 の 語  

雨 着
あ ま ぎ

 雨 間
あ ま ま

 

 

② 型 の 語  

雨 乞
あまごい

 雨
あま

樋
どい

 雨 水
あまみず

 雨 漏
あまもり

 

③ 型 の 語  

雨 傘
あまがさ

 雨 雲
あまぐも

 雨 空
あまぞら

 雨 粒
あまつぶ

 

④ 型 の 語   雨 避
あまよけ

 

⓪ 型 の 語  

雨 落
あまおち

 雨
あめ

垂
だれ

 雨 避
あまよけ

 

③ 型 の 語  

雨 覆
あまおお

い  雨 蛙
あまがえる

 雨 合 羽
あ ま が っ ぱ

 

雨 曇
あまぐもり

 雨 曝
あまざらし

 雨
あま

支 度
じ た く

 

雨 催
あまもよい

 雨 模 様
あ ま も よ う

 雨
あま

宿
やどり

 

雨
あめ

は 飴
あめ

と ア ク セ ン ト で 意 味 を 区 別 し て い る 名 詞 で あ る 。 表 ３ の よ う に 、 雨

は 「 あ め 」 か ら 「 あ ま 」 へ 音 便 し た 名 詞 も 数 多 く あ る 。  
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 表 ３ を 見 れ ば わ か る よ う に 、「 雨
あめ

」以 外 に ① 型 の 頭 高 型 の 語 は「 雨 風
あめかぜ

」の １

語 の み で あ る 。  

言 う ま で も な く 、 東 京 語 ア ク セ ン ト の 機 能 転 換 は こ の ３ 語 の み の 現 象 で は

決 し て な い 。 上 述 の 例 か ら は 、 東 京 語 の ア ク セ ン ト 全 体 に お い て 、 単 語 か ら

複 合 語 に な っ て い く 場 合 、 ア ク セ ン ト は 変 調 し 、 弁 語 機 能 か ら 統 語 機 能 へ 機

能 転 換 が 起 き る こ と は 明 ら か で あ る 。  

2 . 2．  東 京 語 ア ク セ ン ト の 統 語 規 則  

 東 京 語 ア ク セ ン ト は 弁 語 機 能 か ら 統 語 機 能 へ 機 能 転 換 す る 場 合 、 そ れ に 適

応 す る 規 則 が あ る が 、こ れ を 東 京 語 ア ク セ ン ト の 統 語 規 則 と 呼 ぶ こ と に す る 。 

今 ま で の 先 行 研 究 で は 、 東 京 語 ア ク セ ン ト の 表 記 に つ い て 、 特 に 起 伏 式 ア

ク セ ン ト の 表 記 で は 、 何 拍 目 に ア ク セ ン ト の 核 が あ る か を 表 記 す る 場 合 、 い

ず れ も ② 、 ③ 、 ④ 、 ⑤ の よ う に 語 の 先 頭 か ら 数 え て 表 記 す る 方 法 を 取 っ て い

た 。 し か し 、 複 合 語 の 場 合 は 、 前 部 と 後 部 の 語 の ア ク セ ン ト は 如 何 に か か わ

ら ず 、 個 別 の 例 外 を 除 い て は 、 後 ろ か ら 数 え て ３ 拍 目 に ア ク セ ン ト の 核 が 来

る こ と が 圧 倒 的 に 多 い こ と が 分 か っ て い る （ 朱 1994）。 し た が っ て 、 複 合 名

詞 の ア ク セ ン ト の 規 則 と し て は ２ 種 類 、 即 ち 、 ⓪ 型 の 平 板 型 と 、 後 部 要 素 の

拍 数 に よ っ て 決 ま る 中 高 型 。 後 部 要 素 が 2 拍 以 下 は型 、 3 拍 以 上 は型 の

中 高 型 に 統 括 す る こ と が で き る 。 後 ろ か ら 数 え て ３ 拍 目 は 特 殊 拍 で あ れ ば 、

ア ク セ ン ト の 核 は 自 動 的 に １ 拍 前 に ず れ る が 、 表 記 はに 統 一 す る 。  

a. 中 華
ち ゅ う か

① ＋ 料 理
りょうり

① → 中 華 料 理
ちゅうかりょうり

   

b. 中 華
ち ゅ う か

① ＋ 思
し

想
そ う

→ 中
ちゅう

華
か

思
し

想
そ う

    

c. 中
ちゅう

華
か

① ＋ 人
じ ん

民
み ん

③ ＋ 共
きょう

和
わ

国
こ く

→ 中
ちゅう

華
か

人
じ ん

民
み ん

共
きょう

和
わ

国
こ く

  

d. 中
ちゅう

華
か

① ＋ 文 明
ぶんめい

⓪ → 中 華 文 明
ち ゅ う か ぶ ん め い

  

e. 中
ちゅう

華
か

① ＋ 風
ふ う

(造 語 )→ 中 華 風
ちゅうかふう

⓪  

上 の 例 は い ず れ も 前 部 名 詞 と 後 部 要 素 構 成 の 複 合 名 詞 で あ る が 、 前 部 名 詞

の ア ク セ ン ト は 後 部 要 素 結 合 に よ っ て 失 い 、 複 合 名 詞 全 体 に 新 し い ア ク セ ン

ト が 付 与 さ れ た 。 こ れ は 前 述 し た 日 本 語 ア ク セ ン ト の 変 調 と み て も よ い 。 複

合 名 詞 は 拍 数 が 多 い 場 合 、 ア ク セ ン ト 核 を 前 か ら 数 え る よ り 後 ろ か ら 数 え や

す い の で 、伝 統 表 記 の ① 、④ な ど よ り 、の よ う な 表 記 を 提 案 し た (朱 1994)。

日 本 語 の ア ク セ ン ト は 有 核 か 無 核 か に 分 か れ る が 、 有 核 の 場 合 、 一 語 に ア ク

セ ン ト 核 は 二 箇 所 に 分 か れ て 存 在 し な い の が 規 則 で あ る 。 複 合 名 詞 は 付 与 さ

れ た 新 し い ア ク セ ン ト に よ っ て 一 語 で あ る と 認 識 さ れ 、 こ の 新 し い ア ク セ ン

ト の 形 成 は 即 ち ア ク セ ン ト の 統 語 規 則 で あ る 。複 合 名 詞 の よ う に 、音 節  (拍 、
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モ ー ラ )が 多 け れ ば 多 い ほ ど 、そ れ だ け で も 言 葉 の 意 味 が 限 定 さ れ る よ う に な

り 、 同 音 異 義 語 が な く な り 、 ア ク セ ン ト も 自 然 に そ の 弁 語 機 能 が 弱 ま っ て 、

代 わ っ て 統 語 機 能 が 強 ま る わ け で あ る 。  

複 合 名 詞 の ア ク セ ン ト は 後 部 要 素 に よ っ て 決 ま る か ら 、 前 部 名 詞 は 何 拍 、

何 語 で あ っ て も 本 来 の ア ク セ ン ト が 変 調 す る た め 、 一 般 名 詞 の ア ク セ ン ト に

比 べ る と よ り 規 則 的 で あ る こ と が わ か る 。 後 部 要 素 は １ 音 節 語 (特 殊 拍 を 含

む )で 、２ 拍 以 下 の 有 核 の 語 で は型 が 多 い 。な ご や ① ＋ し (造 語 )→ な ご や し

 (名 古 屋 市 )、 ペ キ ン ① ＋ し → ぺ き ん し (北 京 市 。「 － 市 」 の ア ク セ ン ト は

「 ― し 」 の 直 前 に 特 殊 拍 で も ア ク セ ン ト の 核 が く る 独 立 性 の あ る 語 で あ る 、

早 田 1999)。 後 部 要 素 は ２ 音 節 ３ 拍 以 上 の 語 で 、 a.c.の よ う に 有 核 の 語 は ア

ク セ ン ト 核 が い き る が 、 b.の よ う に 無 核 の 語 で は 後 部 の 第 １ 音 節 に ア ク セ ン

ト 核 が 付 与 さ れ る 。 ｄ の よ う に 後 部 要 素 の 後 ろ か ら 数 え て ３ 拍 目 に 特 殊 拍 の

場 合 、ア ク セ ン ト の 核 は １ 拍 前 に ず れ る が 、表 記 と し て は い ず れ もと す る 。

例 え ば 、  

愛 知
あ い ち

① ＋ 万 博
ばんぱく

⓪ → 愛 知 万 博
あ い ち ば ん ぱ く

   清 華
せ い か

① ＋ 大 学
だいがく

⓪ → 清 華 大 学
せ い か だ い が く

  

そ し て 、 こ の 複 合 名 詞 の 統 語 法 則 は ひ い て は 複 合 語 全 体 に 適 応 で き る と 考

え て い る 。  

3 .厦 門 語 の 変 調 と 統 語 機 能  

 厦 門 方 言 は 中 国 語 の 方 言 の 中 で 最 も 古 い 方 言 と い わ れ て い る 。 厦 門 語 の 声

調 は 、 ほ と ん ど の 音 節 （ 漢 字 ） が 本 調 (Basic Form)と 変 調 (Sandhi)を 合 わ せ

持 ち 、 そ し て 複 合 名 詞 の 場 合 は 、 最 後 の 音 節 （ 漢 字 ） が 本 調 を 保 持 し 、 そ の

前 の 音 節 (漢 字 )は ほ と ん ど す べ て 変 調 す る 声 調 交 代 が 起 き る 。  

3 . 1． 厦 門 語 の 声 調  

 厦 門 語 の 声 調 は 厦 門 語 話 者 の

ご 協 力 に よ り 、「 厦 門 語 ７ 声 調

図 」 の よ う に 、 発 音 者 の 録 音 を

音 響 機 器 の 出 力 で き れ い な 高 さ

を 示 す ピ ッ チ 線 を 出 す こ と が で

き た 。 厦 門 語 の 声 調 の 表 記 は 北

京 語 と 異 な る 独 特 な と こ ろ が あ

る が 、 声 調 調 値 の 記 述 は 伝 統 の

5 音 階 表 記 法 に 従 っ た 。5 音 階 表

記 法 は 劉 復 の 「 四 声 実 験 録 」 に 始 ま り 、 記 述 は 五 線 譜 を 用 い て い た 。 後 に 羅
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常 培 の 「 厦 門 音 系 」 も 五 線 譜 を 用 い て 厦 門 語 の 声 調 を 記 述 し た 。 今 は 一 般 的

に 数 字 譜 5） を 用 い る よ う に な り 、五 線 譜 よ り 記 述 が 便 利 に な っ た が 、中 国 語

の 声 調 は ト ー ン と い わ れ る よ う に 音 階 的 な も の で あ り 、 決 し て 単 な る 数 字 の

表 記 と 見 て は な ら な い 。  

現 在 は 中 国 語 の 声 調 表 記 は 高 さ を 示 す 特 殊 な 記 号 類 を 用 い た り す る が 、 声

調 の ピ ッ チ が 分 る 反 面 、 具 体 的 な 高 さ が わ か り に く い 。 数 字 譜 の 場 合 は 音 階

な の で す ぐ に 高 さ が 分 る う え 、 印 刷 が 難 し い 特 殊 な 表 記 で も な く 、 本 稿 で は

５ 音 階 表 記 法 に 従 っ た 。  

3 . 2． 厦 門 語 の 変 調  

厦 門 語 の 辞 書 を 調 べ て み る と 、 二 字 以 上 の 熟 語 の 場 合 、 前 部 名 詞 の 声 調 は

本 調 と 変 調 が 同 時 表 記 に な っ て い る 。 こ れ は 、 厦 門 語 の 変 調 は い か に 一 般 的

で あ る か が 分 か る 。 表 ４ に 示 し て い る よ う に 、 厦 門 語 の 複 合 名 詞 は 後 部 要 素

の 声 調 が 保 持 し 、 前 部 の 声 調 が 変 調 す る 点 で は 、 日 本 語 の 複 合 名 詞 の 統 語 規

則 と 共 通 す る と こ ろ が あ る こ と が わ か る 。  

 表 4        厦 門 語 声 調 の 本 調 と 変 調 6）  

声 調  

種 類  

本 調  

調 値  

語   例  

 

変 調  

調 値  

語    例  

 

変 調 環 境

 

第 1 声  44 秋 4 4 33 秋 4 4＋ 天 4 4＝ 秋 33 天 4 4  0 と 軽 声

の 語 以 外第 2 声  24 来 2 4 33 来 2 4＋ 去 2 1＝ 来 33 去 2 1  

第 3 声  53 冷 5 3 44 冷 5 3＋ 風 4 4＝ 冷 44 風 4 4  

第 4 声  21 浸 2 1 32 浸 2 1＋ 水 5 3＝ 浸 32 水 5 3  

第 5 声  22 譲 2 2 21 譲 2 2＋ 歩 4 4＝ 譲 21 歩 4 4  

第 6 声  32 結 3 2 4 結 3 2＋ 晶 4 4＝ 結 4 晶 4 4 

第 7 声  4 落 4 21 落 4＋ 雨 22＝ 落 2 1 雨 2 2  

表 ４ の よ う に 、 厦 門 語 の 声 調 は 本 調 ７ 種 類 、 変 調 も ７ 種 類 あ る が 、 調 値 が

同 じ も の を 除 け ば 本 調 ＋ 変 調 は 10 種 類 あ る こ と が わ か る 。厦 門 語 の 声 調 調 類

を 次 の よ う に ま と め る こ と が で き る 。  

厦 門 語 声 調 の 種 類  

第 一 声 ： 陰 平 半 高 平 調 ， 調 値 44， 第 三 声 の 変 調  

第 二 声 ： 陽 平 中 昇 り 調 ， 調 値 24 

第 三 声 ： 陰 上 高 降 り 調 ， 調 値 53 

第 四 声 ： 陰 去 低 降 り 調 ， 調 値 21， 第 五 声 の 変 調  
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第 五 声 ： 陽 去 低 平 ら 調 ， 調 値 22 

第 六 声 ： 陰 入 中 降 短 促 調 ， 調 値 32 

第 七 声 ： 陽 入 半 高 短 促 調 ， 調 値 4， 第 六 声 の 変 調  

第 八 声 ： 陽 去 中 高 平 調 ,調 値 33,第 一 声 第 二 声 の 変 調 の み  

第 九 声 ： 陰 上 半 高 降 調 ， 調 値 32， 第 四 声 の 変 調 の み  

第 十 声 ： 陰 去 低 降 短 促 調 ， 調 値 21， 第 七 声 の 変 調 の み  

4 .お わ り に  

上 述 の よ う に 、 中 国 語 北 京 語 や 英 語 な ど で は 、 単 語 の 声 調 や ス ト レ ス ア ク

セ ン ト を 習 得 す る こ と は 非 常 に 大 事 で あ る の に 対 し て 、 日 本 語 の ア ク セ ン ト

の 習 得 と 教 育 指 導 に お い て は 、 単 語 レ ベ ル の ア ク セ ン ト を 習 得 す る こ と は 言

う ま で も 重 要 で あ る が 、 複 合 語 に な る と 変 調 す る 日 本 語 ア ク セ ン ト の 統 語 規

則 の 習 得 と 教 育 指 導 も 重 要 視 さ れ な け れ ば な ら な い と 考 え て い る 。 厦 門 語 の

場 合 は 本 調 と 変 調 の 同 時 習 得 が 必 要 で 、 一 語 は ２ タ イ プ の 声 調 を 習 得 し な け

れ ば な ら ず 、中 国 語 の 方 言 に お い て は 、最 も 習 得 が 困 難 な 方 言 の １ つ で あ る 。  

な お 、 例 外 と し て 、 日 本 語 の 複 合 名 詞 に つ い て 、 動 詞 的 な 働 き の あ る 名 詞

が 存 在 す る 場 合 、 一 語 と し て 看 做 さ ず に 、 新 し い ア ク セ ン ト に よ っ て 統 語 さ

れ な い 。 例 え ば 、  

公 務
こ う む

① ＋ 執 行
しっこう

⓪ ＋ 妨 害
ぼうがい

⓪ → 公 務
こ う む

① 執 行
しっこう

妨 害
ぼうがい

  

こ れ は 「 公 務 を 執 行 妨 害 す る 」 と い う よ う な 意 味 で 、 名 詞 句 と 考 え ら れ る

(早 田 1999)。厦 門 語 も 、名 詞 で な い 熟 語 、主 語 と 述 語 の 組 み 合 わ せ の 熟 語 は

変 調 し な い 。 例 え ば 、  

我 53＋ 爱 2 1＋ 食 4→ 我 53＋ 爱 5 3＋ 食 4 

そ し て 、 厦 門 語 も 北 京 語 と 同 じ よ う に 軽 声 が あ る が 、 軽 声 の あ る 単 語 は 声

調 で あ る と 同 時 に ス ト レ ス ア ク セ ン ト で も あ る (早 田 1999)。従 っ て 、厦 門 語

の 声 調 は 軽 声 の 語 が 後 続 す る 場 合 は 変 調 し な い 。  

西 44＋ 勢 → 西 44 勢 (西 方 )    老 2 2＋ 去 → 老 22 去  (死 去 ) 

日 本 語 や 英 語 な ど の ア ク セ ン ト は ど こ に 位 置 す る か を 問 題 に す る が 、 声 調

は ど の 種 類 で あ る か が 問 題 に な る 。 中 国 語 は 音 節 声 調 言 語 で あ り 、 日 本 語 は

単 語 声 調 言 語 で あ る よ う に 異 な る 言 語 で あ る が 、「 声 調 と い う 術 語 を 音 節 の み

が 担 う も の と 限 定 せ ず 、 単 語 や 形 態 素 も 担 え る も の と 定 義 す れ ば 、 日 本 語 の

声 調 を 漢 語 （ 漢 民 族 の 言 語 ） を は じ め と す る 中 国 の 種 々 の 言 語 ・ 方 言 の 声 調

と も 比 較 で き る こ と に な る 」（ 早 田 輝 洋 1999）。こ れ か ら も 日 中 音 声 学 の 比 較

研 究 が も っ と 広 が る こ と が 期 待 で き る こ と で あ ろ う 。  
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注 ：  

1.「 音 调 」と は 狭 義 的 に 日 本 語 の ア ク セ ン ト の 中 国 語 訳 で あ る 。他 に「 重 音 」

の 訳 語 も あ っ た が 、「 重 音 」は 一 般 に 英 語 の ス ト レ ス ア ク セ ン ト の 訳 語 と し て

使 用 さ れ 、日 本 語 の ア ク セ ン ト の 場 合 は 不 適 切 な 訳 語 で あ る 。初 め て「 音 調 」

と 訳 し て 使 用 す る よ う に な っ た の は 1970 年 代 で 、厦 門 大 学 日 本 語 学 科 の 黄 国

雄 先 生 で あ っ た 。早 田 1999 の「 音 調 」は 広 義 的 に 日 本 語 の ア ク セ ン ト 、声 調

な ど を 包 括 し た 術 語 で あ る 。な お 、本 稿 で は 、弁 語 機 能 を「 辨 义 功 能 」、統 語

機 能 を 「 构 词 功 能 」 と 中 国 語 訳 し て 使 用 す る 。  

2.ア ク セ ン ト の 核 と は 、 日 本 語 の 起 伏 式 ア ク セ ン ト の 場 合 、 連 続 し た 高 い 拍

の 下 が り 目 が あ り 、 そ の 下 が り 目 の 直 前 の 拍 の こ と を 「 ア ク セ ン ト の 核 」 と

い う 。ほ か に「 ア ク セ ン ト の 滝 」と も い う 。参 考 ま で に「 音 節 の 核 」は peak

（ 峰 、頂 点 、今 石 元 久 2005）、nucleus of syllable(城 生 佰 太 郎 1988)と い う 。  

3.① 型 ② 、③ 、⓪ な ど と は 、和 田 実 1875 の ア ク セ ン ト 表 記 法 。こ の ほ か に 起

伏 式 に は 、 頭 高 型 、 中 高 型 、 尾 高 型 と 平 板 式 に 平 板 型 な ど が あ る 。  

4.四 声 と は 中 国 漢 民 族 の 言 葉 の 声 調 の こ と で あ る が 、 こ こ で い う 四 声 は 狭 義

的 に 北 京 方 言 の 4 種 類 の 声 調 の こ と を い う 。  

5.数 字 譜 は 18 世 紀 フ ラ ン ス を 代 表 す る 思 想 家 、啓 蒙 家 、小 説 家 、音 楽 家 の ジ

ャ ン － ジ ャ ッ ク ・ ル ソ ー (Jean-Jacques Rousseau 1712～ 1778)が 1742 年 に 発

案 し た 楽 譜 で あ る（『 音 楽 記 譜 法 』）。即 ち 、ア ラ ビ ア 語 数 字 の「 1,2,3,4,5,6,7」

で 「 ド 、 レ 、 ミ 、 フ ァ 、 ソ 、 ラ 、 シ 、 ド 」 を 表 す 。 中 国 で は 「 簡 譜 」 と 言 っ

て 、 五 線 譜 よ り も 一 般 に 作 曲 や 演 奏 に 使 用 し て い る 楽 譜 で あ る 。 日 本 で は い

ま で も ハ ー モ ニ カ や 大 正 琴 等 の 楽 譜 に 使 用 し 、か つ て は 流 行 し た 楽 譜 で あ る 。 

中 国 語 声 調 の 表 記 は こ の 数 字 譜 を「 1， 2， 3， 4， 5」ま で 使 用 し 、 5 音 階 表 記

法 と い う が 、日 本 語 ア ク セ ン ト も 小 森 法 孝 1987 は「 ド ミ の 理 論 」を 提 唱 し た 。  

6.印 刷 上 便 宜 の た め 、 厦 門 語 例 の 発 音 表 記 及 び 国 際 音 標 表 記 は 省 略 し た 。  
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